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 先週末は日本株が大きく売られ、ドルも円高方向へ。 

中国が７日まで国慶節で市場が休みということですが株価下落のリスク回避は国内要因と

いうよりも海外要因ではないでしょうか。 

米国はインフレとテーパリングや利上げ問題に債務上限問題と米中両国の状況からリスク

オンとなりにくい状況です。 

岸田新政権に対するニュースには、為替相場はあまり反応していないようです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１１２円あたりで一旦は頭打ちです。このあたりのレートはコロナショック前

後の高値ということで、利益確定売りも出たのではないでしょうか。 

下値が１１０円台を維持できれば再度高値トライの動きとなるでしょうか。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円もユーロは大きめの調整となりました。 

オセアニア通貨やカナダは比較的強い動きとなっています。 

はっきりとした方向感はわかりにくいので、早めの利益確定でリスクを限定したいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では９月東京都区部消費者物価指数などがあります。 

米国では、８月製造業新規受注、８月貿易収支、９月サービス部門・総合ＰＭＩ（改定値）、

９月ＩＳＭ非製造業景況指数、９月ＡＤＰ雇用統計、前週分新規失業保険申請件数、９月

雇用統計などが発表されます。 

欧州では、ドイツとユーロ圏で９月サービス業ＰＭＩ（改定値）、ユーロ圏で８月卸売物価

指数（ＰＰＩ）、８月小売売上高、ドイツで８月製造業新規受注、８月鉱工業生産などがあ

ります。 

ほかには、オーストラリアとニュージーランドで政策金利の発表などがあります。  


